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は，2011年度から次年度にかけWAMCに依頼のあった

寄生虫病の症例や共同研究の進捗状況等を紹介したい．

2 外　　来　　種

日本獣医師会の公衆衛生分科会で，アライグマの題目

が増えてきたように，獣医師は外来種と無関係でいられ

なくなった．我々も，1995年以来，全国に先駆け，ア

ライグマを対象に寄生虫の保有状況の調査をし，昨年は

トリヒナ幼虫Trichinella T9の形態及び分子生物学的な

情報を北海道大学 片倉　賢教授と進めたデータが刊行

された［6］．ジビエブームの一環で，この動物の燻製を

食することがあるという．この研究は，そのような場

合，少なくとも熱を十分通すべきであるという警告の根

拠となろう．現在，道内では新たな生息地となった十勝

地方でのアライグマの蠕虫を北海道立総合研究機構畜産

試験場と帯広畜産大学との共同で調べている．なお，本

学の伝染病学ユニット 菊池直哉教授によるアライグマ

のレプトスピラ論文も刊行された．ほかの外来種として

は，旭川市旭山動物園・大分大学の長谷川英男教授と共

同研究ですすめるヒキガエル（国内外来種），本学環境

システム学部とすすめる札幌近郊で捕獲した国内外来種

数種のカエル類を調査している．外来種の蠕虫類が自然

生態系にどのような影響を与えるのか論考するためのモ

デルとして期待される．ほかには，タイワンザル［2］，

アカミミガメとカミツキガメ［5］，外来鳥類各種が刊行

された．

1 は じ め に

2004 年以来，私立大学戦略的

研究拠点形成支援事業において，

野生動物医学センター（以下，

WAMC）は野生・動物園水族館

（以下，園館）・特用家畜・エキゾ

チックペットなどの様々な動物を

対象に研究を展開してきた．今回

3 在 来 哺 乳 類

寄生虫病の観点から，最も問題視される種の一つがニ

ホンジカであり，我々は奈良公園個体群（国の天然記念

物指定）の肝蛭について［7］，また知床半島産個体のシ

ラミバエ及びシラミの症例について診断を依頼された．

現在，安芸の宮島に生息する個体についても調べてい

る．また，全周囲を海に囲まれた北海道では，時折，ク

ジラ類が座礁して社会的話題になるが，WAMCとして

は保全医学という視点から関わってきた［1］．現在，そ

のようなクジラ類から見つかる裂頭条虫類の分子分類

（ミトコンドリアcobとcox1遺伝子）について旭川医科

大学 伊藤　亮教授に助けていただきながら分析を開始

した．

さらに，東日本大震災の被災地復興を目的とした環境

アセスメント支援のプロジェクト（代表：本学獣医学類

田村　豊教授，事務局同 岩野英知准教授）にも参画し，

その一環で，石巻で野生鳥獣の予備踏査を実施し，その

結果，捕獲されたアカネズミやハツカネズミの寄生虫検

査を担当している．調査を開始した2011 年 8 月から

2012年3月までの間，ドブネズミの痕跡は見当たらな

かった．しかし，津波により生じた氾濫原は容易に草原

化する．そうなると，こういった環境を好むアカネズミ

やハタネズミなどの個体数が急速に高まると容易に予想

されよう．今後も調査を継続する予定である．

加えて飼育チンパンジーの尿に含まれる酸化ストレス

物質8hOHdGを対象にした調査（国立環境研究所，京

都動物園，釧路動物園，林原類人猿研究センター，京都

大学野生動物研究センターとの共同研究）結果が刊行予

定であり，それに先駆け，これまでに我々の研究グルー

プが実施したニホンザルやゴリラの知見との比較の解説

をした［8］．チンパンジーのヒト蟯虫寄生と8hOHdG

値との関連性に注目したが明確な知見は得られなかった

が，今後は，原発事故周辺地域に生息する動物について

も8hOHdGを指標に分析する予定である．このほかに，
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知床半島と歯舞群島に生息する野ネズミ類の寄生蠕虫の

報告も，それぞれの博物館紀要上での刊行予定で，地元

の自然史への貢献も果たしたと自負している．ほかに

は，兵庫県に居住する教え子を通し，当地のベテランの

臨床獣医師による，原虫診断の新手法開発のお手伝いを

させていただいたことは感慨深い［4］．また，2010年

に国立モンゴル農業大学獣医学部の講師がWAMCで一

年間，研究をされたが，そのデータ（チベットにおける

小哺乳類の寄生蠕虫と節足動物ファウナ）が学会プロシ

ディングではあるが，何とか記録に残る形になったこと

は［13］，大変，有意義であった．

4 在来・飼育鳥類

野生種ではヤンバルクイナ［9］，エゾライチョウ，外

来種ではインドクジャクなど［17］，園館各種飼育鳥の

蠕虫症［10, 14h16］などが公表あるいは公表予定であ

る．このほか，北海道の長沼や滝川で飼育される特用家

禽アイガモの論文も受理され，家畜衛生にも寄与でき

た．なお，アイガモはウエストナイル熱ウイルスの調査

で琉球大学と国立環境研究所との共同研究［11］で生じ

た検体を蠕虫症疫学調査にも応用した事例でもある．

「応用」としたが，無駄なく「再利用」としたほうが適

切な表現かも知れない．これと同じような事例として，

羽田・中京などの空港でバードストライクの予防措置と

して捕獲された野鳥の蠕虫検査を実施している．

WAMCは道／北獣指定「野生傷病鳥獣受診動物病院」

であり，研究に支障がない範囲で傷病鳥類のケアの受け

入れもしているが，今年度実績は約20であった．もち

ろん，不幸にして，死亡した個体も寄生虫分析に用い

た．動物園飼育鳥では，まず，釧路市動物園のタンチョ

ウ寄生虫検査（特に台北市立動物園へ送る際のコクシジ

ウム・オーシスト）の協力，札幌市円山動物園の猛禽類

の糞便検査が進行中である．ユニークな例として，2011

年7月，長野県 I市浄水施設の貯水池に約200羽のイワ

ツバメの死体が発見された事例は印象的であった（注：

本拙稿を再点検している2012年6月26日現在，再び同

施設で大量死が発生し，その対応に追われていることを

付記する）．すでに冷凍され，たらい回しにあった形で，

山階鳥類研究所のお口添えで当方に届いた．凍結標本

で，すでに病理組織の検討がほぼ不可能ではあったが，

本学病理学 岡本　実准教授の協力で，感染症は概ね否

定され，現在，化学物質の急性中毒について検査中であ

る．寄生虫学的には得るところはなかったが，WAMC

にはこのような材料が飛び込み，その調整役も果たさな

ければならない．少し変わった事例として，琵琶湖のベ

ントス調査の際に鉤頭虫がプランクトンネットで採集さ

れたが，それが鳥類に寄生する種であろうとして記録し

た［3］．

5 鳥以外の飼育種

仙台市八木山動物園の釜谷大輔先生と一緒にした，節

電の影響で暖房が機能せず，餌も不十分であったことに

よるシシオザルのサルハイダニ日和見感染死亡症例が受

理された．人でいうところの震災の関連死に相当するも

のであるが，まず，釜谷先生のように，全てが機能しな

い中，冷静に剖検された姿を想像するに頭が下がった

し，同じ獣医師として誇りに思った．シビアな状況であ

るので，同様な日和見感染事例は東北から関東の園館等

動物飼育施設で多数存在したことが想像されるが，確実

な記録を残すことは困難で貴重な記録となった．

他の動物園飼育哺乳類では，関東地方のサファリパー

ク［18］や草食獣（家畜を含む），ふれあい型動物園の

診断・検査を実施した．山口県岩国市は国の天然記念物

「シロヘビ」が有名であるが，この蛇が連続死をしてい

たことからその寄生虫及び細菌など病原体の調査と病理

検査を行った．結果として，Kalicephalus属ほか線虫

類の高度寄生とクラミジア感染が初めて認められた．こ

の知見を基に，予防策を講じてもらいたい．このほか，

道内のペットショップで販売されたヘビ及びトカゲの寄

生虫検査結果も刊行され，エキゾチックペット診療に資

するばかりか，外来種問題にも貢献できると期待され

た．魚病寄生虫学領域では，小樽水族館との共同研究で

ノコギリエイの単生類寄生症例報告［12］が公表され

た．

一連の研究は，文部科学省私立大学戦略的研究基盤形

成支援事業（酪農学園大学大学院獣医学研究科）の助成

を受け，運営されている野生動物医学センターで行われ

たものである．
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＊2011年分のみを絞り，2012年に刊行されたものは本文中で

予定，あるいは受理として扱った


